
The 2nd BLU ARIA study meeting

11月7日(水）午後8時～9時30分

会場　大田市場北側施設2階　ブルーアリア株式会社事務所
会費　1000円(税込み）当日徴収いさせていただきます
※　定員30名(先着順）参加ご希望の方はブルーアリア松山まで　前日までにご連絡ください！　

テーマ「花農家の顔」

主催：ブルーアリア株式会社

花の価値を伝えるために、生産者の物語を掘り起こし、簡潔に伝える表現を探そう

http://blu-aria.com/

FAX 03-3790-0473TEL 03-3790-0471〒143-0001　東京都大田区東海2-1-6　大田市場花き部　北側施設2階 マツヤマ

第二回ブルーアリア　スタディ・ミーティングへのお誘い

　花の需要拡大が急務です。ポイントは花販売インターフェイス（花との出会いの場面）にあります。まず

は、市場で。生産者の花と花屋さんが出会います。次に、花の売り場で。花は最終ユーザーである消費者と

出会います。いい出会いがあれば、花はもっと売れるのではないか。もっとさまざまな花が紹介できるので

はないか。では、そこで、具体的に何をどのように伝えるか？今回考えたいのは、「写真」。特に花農家の

顔をどう表現するかについて、実際の写真例を持ち合いながら参加者で意見を出し合ってみたいと思います。

たとえば、写真一枚で見せる場合、二枚、三枚、五枚、七枚。それぞれの構成で何が盛り込めるか？生産者

の長い物語を探して、短い言葉で伝えるにはどんなポイントがあるか？一方で、「顔の見える花」「顔の見

える関係」といわれますが、ブランド創出効果もあると同時に責任も出てきます。その責任とは何でしょう

か？こうしたことをさまざまな立場から考えてみましょう。

　ディスカッションにあたり、草土出版の「ハナウムヒト」や、日本が生んだ天才写真家アラーキー、20世

紀の肖像写真を撮ったアウグスト・ザンダーという写真家についても少し勉強してみたいと思います。
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